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いて（独）食品総合研究所の鈴木建夫理事長が巧み

な話術で、我が国の産業における食品産業の位置と

それを支える食品研究の現状を紹介し、最近のアク

リルアミド問題を例に、食品の安全性研究において

はリスクコミュニケーションが重要であることを強

調された。最後に谷口が、上記プロジェクトにより

本学で始まった食の安全性研究の現状を、課題ごと

に紹介した。

講演終了後、3人の講師を中心に会場からの発言

も交えて活発な質疑応答が行われた。最後に野口忠

応用生物学部長から、土曜日にも拘わらず出席して

くださった熱心な参加者に対して謝辞が述べられ、

予定どおり午後5時に閉会となった。当日は大学祭

初日で参加者はキャンパスの賑わいと見事な紅葉を

楽しみながら帰途についた。

（大学教授・応用生物化学科　谷口　肇）

「高等学校の新課程導入と
大学の課題」講演会を開催

10月 30日午後5時より、大学教育研究センター

主催の講演会が約60人の参加者を集め、大学リサー

チセンター大会議室で開催された。「高等学校の新

課程導入と大学の課題」をテーマに、前島功二氏（㈱

進研アド）、宮下伊吉氏（同）の2人の講師が講演し

た。講演では2003年度から高等学校に新教育課程が

導入され、総授業時間数の削減（卒業に必要な単位

数の削減）に伴う各教科の授業時間数の削減、内容

の削除等の主な変更点について説明があり、特にそ

れに対応する入学試験および大学入学前・後の導入

教育について検討の必要性が述べられた。

（大学教育研究センター）

佐々木高明民博前館長が講演
中部高等学術研究所の研究会で

第17回中部高等学術研究所の研究会が10月9日

午後、大学リサーチセンター2階大会議室で開かれ

た。発表者は国立民族学博物館前館長の佐々木高明

先生（現アイヌ文化振興・研究推進機構理事長）で

「照葉樹林文化論をめぐって」というタイトルで研

究発表が行われた。発表に先立って司会の藤井知昭

教授からこの研究会の趣旨と佐々木先生の研究業績

などの紹介が行われた。

発表では1）照葉樹林文化論の成立と展開、2）照

葉樹林文化の実態、3）照葉樹林文化再考という副

題に細分され、約3時間にわたって発表、議論した。

公開講演会会場風景

「高等学校の新課程導入と大学の課題」講演会

講演する佐々木高明氏
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